
提出日２０１９年３月１１日 

様式１  

学校名 千葉県立館山総合高等学校 

 

２０１９年度スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール 

事業計画書 
 
Ⅰ 委託事業の内容 

１．研究開発課題名 
教科「家庭」の学びをコミュニティ再生に生かす地域共創人材育成プログラムの開発 

～地域の生活を支え，地域の賑わいを創り出す「まちカフェ」プロジェクトへの挑戦～ 

 
２．研究の目的 

次代の郷土をつくる人材の育成や学校を核としたまちづくりを一体的に進めるために，地域

での実践の場として「まちカフェ」運営に取り組む。運営に当たっては，「減災活動」，「交流」，

「食のまちＰＲ活動」，「地域の魅力発信」の四つのフィールドを設定し，学校家庭クラブ活動

などと連携を図りながら，コミュニティの再生・活性化及び生活の質の向上につながる教育プ

ログラムを開発する。 

また，敬愛大学，千葉敬愛短期大学等の協力を得て，協働型・双方向型学習に焦点を当てた

指導方法や評価方法について研究する。 

本学科の大半の生徒は，卒業後，地域の病院，介護施設，レストラン等の生活に関わる産業

に従事し，地域の生活の質を左右する生活サービスの担い手となっている。しかしながら，時

代の変化に伴い異世代との交流が希薄になってきている現状を踏まえ，地域の活性化のために

は生徒のコミュニケーション力の育成が急務であると考える。そのため，専門学科での学びを

地域や社会の課題解決に生かし，様々な人々と協働し，主体的かつ創造的に解決できる力や，

生涯にわたり学び続ける力を持った地域共創人材を育成する教育プログラムを開発する。 

 

 ３．実施期間 
      契約日から２０２０年３月１５日まで 
 
 ４．当該年度における実施計画 

（１）協働型・双方向型学習を取り入れた主体的に学ぶ力の育成 

これまでの本校における協働型・双方向型学習は，グループ学習やペア学習など授業内の取り

組みにとどまっていた。そこで本校では，クラス，学年の枠を超え，学年縦断型の学び合いを導

入する。それにより３学年での到達点を１学年からイメージさせることで，生徒の主体的な学ぶ

意欲を喚起するとともに，教え合いにより，より深い理解と技能の熟達に到達することが期待で

きる。 

〇研究のねらい：修得した専門的な知識・技術をより深い理解と汎用力のある高度な技術に習熟

させ，主体的・能動的に学ぶ力の育成を図る。 



〇研究内容 

（ア）学習成果発表や幼稚園で演じる劇リハーサルや家政科行事を，全学年の家政科生徒で実施

し，３学年での到達点を１学年からイメージさせる学び合いの機会とする。 

〈効果の測定方法〉 

下級生 

 定性目標 定量目標 効果の測定 

主体的に学

ぶ力 

自らやるべきことを見つ

け，積極的に知識・技術

の向上にはげむ 

生徒の理解度，習熟度

４段階評価2.5以上 

・発表会におけるアンケ

ート調査 

・プロセス評価 

・客観的評価 計画力 知識・技術を深めるため

の目標を設定し，順序立

てて計画する 

生徒の達成度４段階

評価2.0以上 

課題発見力 先輩の言動・行動から，

自身の開発すべき資質能

力を見いだす 

生徒の理解度，習熟度

４段階評価2.3以上 

〈到達点〉専門的な知識・技術の向上，主体的・能動的に学ぶ力の向上 

（イ）学年を超えた生徒同士の話し合いや教え合い，コーチング力を育成する授業を導入する。 

〈効果の測定方法〉 

下級生 

 定性目標 定量目標 効果の測定 

課題発見力 先輩の言動・行動から，

自身の開発すべき資質能

力を見いだす 

生徒の理解度，習熟度

４段階評価2.3以上 

・アンケート調査 

・観察法(行動・発言) 

 

 

 

・全国高等学校家庭科技

術検定合格得点の向上 

傾聴力 相手の意見を理解し，的

確な質問をする 

生徒の達成度４段階

評価2.2以上 

思考力⇒実

行力 

知識技術を深めるために

必要な事柄を考え行動に

移す 

生徒の達成度４段階

評価2.0以上 

上級生 

 定性目標 定量目標 効果の測定 

課題発見力 後輩の行動・言動から，

後輩の成長すべき技術要

素を見いだす 

生徒の理解度，習熟度

４段階評価2.2以上 

・アンケート調査 

・観察法(行動・発言) 

柔軟な対応

力 

相手の立場を尊重し，自

分の使命を理解し調和を

とり物事を進める 

生徒の理解度，習熟度

４段階評価2.0以上 

発信力 自分の意見をわかりやす

く伝える 

生徒の達成度４段階

評価2.0以上 

〈到達点〉専門的な知識・技術の向上，主体的・能動的に学ぶ力の向上 



（ウ）様々な人々との協働，双方向のやりとりにより，生徒が思考を広げ深めていく学びを学習

過程に位置付ける。 

課題研究においてまちカフェまたはフィールドワークから様々な人々と協働する機会を設け，

地域課題を見つめ家政科の学びを活かした解決策を考える授業を展開する。 

 定性目標 定量目標 効果の測定 

主体的に学

ぶ力 

自ら課題発見や課題解決

に向けて積極的に取り組

む 

生徒の理解度，習熟度

４段階評価2.5以上 

・アンケート調査 

(生徒・特別講師) 

 

課題発見力 他者とのかかわりや助言

内容から自分の課題を見

いだす 

生徒の達成度４段階

評価2.2以上 

柔軟な対応

力 

自分のやり方に固執せ

ず，相手の意見を尊重・

理解し実行する 

特別講師の評価 ４

段階評価2.2以上 

〈到達点〉専門的な知識・技術の向上，主体的・能動的に学ぶ力の向上 

 

（２）「まちカフェ」の運営 

これまで家庭に関する学科設置校では，高校生レストランやファッションのブランド化等，専

門教科「家庭」における食やファッションの学びを地域の活性化に生かす様々な取り組みが行わ

れてきた。一方，本校では，地方が直面している地域社会の機能維持に資するため，地域の子育

て支援に関する学習や，高齢期の生活の質の向上を図る学習，生活文化の伝承・創造および減災

に関する学習等を充実させ，地域の活性化や地域を創生する活動に取り組む。また，「まちカフェ」

の運営に当たっては，地域と連携・協働しながら，次代の郷土を創る人材の育成や学校を核とし

たまちづくりに向けて，館山市を中心に，ＮＰＯ団体と連携し，一体的に進めていく。「地域とと

もにある学校」への転換は，教育界に共通した課題であり，家庭に関する学科が地域社会で果た

す役割を示唆する取り組みになると考える。 

〇研究のねらい： 

様々な人々と協働して課題を発見し，課題を解決に導く力や，生涯にわたり学び続ける力，

当事者意識を持ち主体的に地域課題に取り組む等，地域を支える生活産業のスペシャリストと

しての資質を育む。 

〇研究内容： 

 ・「まちカフェ」とは，コミュニティの再生に向け，地域の人々が集い，交流し，地域の魅力を再

確認・発信するプロジェクトであり，主に「減災活動」，「交流」，「食のまちＰＲ活動」，「地域

の魅力発信」の４つのフィールドで活動する。 

・「まちカフェ」は，家庭科の学習過程（課題発見⇒解決方法の検討・計画⇒実践活動⇒評価・改

善⇒地域での実践）における地域での実践の場であり，家庭の学びを生かし生徒が運営する。 

・この運営は３年の「課題研究」において企画し，「学校家庭クラブ活動」で実践活動を行う。そ

の内容や成果を校内及び県連家庭クラブ総会などで紹介し普及に努め，学校家庭クラブ活動の

充実に寄与する。 

・前年度に続き，学校内の教室で講座等を開く「校内カフェ」や市内の施設やイベント会場で講



座等を開く「出張カフェ」を運営する。また，個人出店先に一日インターンシップの形で協働

活動を実施する等工夫を凝らした「出張カフェ」を展開する。 

・「まちカフェ」の運営にあたっては，館山市を中心に，ＮＰＯ団体等各機関や社会福祉法人と連

携し，地域と連携・協働しながら，次代の郷土をつくる人材の育成や学校を核としたまちづく

りを一体的に進める。 

・情報の受信・発信や講座の申込，地域活性等の共通課題をもつ関係者との情報交換等に積極的

にＩＣＴを活用する。 

〈効果の測定方法〉 

企画段階 

 定性目標 定量目標 効果の測定 

情報活用・分

析力 

必要な情報を最適な方法

で収集し，分析や判断に

活かす 

生徒の達成度４段階

評価2.0以上 

 

・アンケート調査 

・観察法(行動・発言) 

・作品評価(成果物) 

 創造力 既存の発想にとらわれ

ず，課題に対して新しい

解決方法を考える 

生徒の達成度４段階

評価2.2以上 

来場者の評価 ４段

階評価2.2以上 

探究力⇒実

行力 

試行錯誤を繰り返しなが

ら一つの解決方法を導き

出し，それに基づいて行

動する 

生徒の理解度，習熟度

４段階評価2.0以上 

 

 

まちカフェ運営 

 定性目標 定量目標 効果の測定 

人間関係形

成力 

相手の意見を引き出し，

立場を理解して調和をと

り，最善策を提案し人々

を動かす 

生徒の達成度４段階

評価2.0以上 

 

・アンケート調査 

(生徒・来場者・各関係

機関担当者) 

・観察法(行動・発言) 

・作品評価(成果物) 

・集客数調査 

柔軟な対応

力 

意見の違いや立場を理解

・尊重し，臨機応変に対

応する 

生徒の達成度４段階

評価2.2以上 

来場者の評価 ４段

階評価2.2以上 

規律性・公共

心 

良識を持ち社会のルール

に従って，責任ある行動

や発言をする 

生徒の理解度，習熟度

４段階評価2.0以上 

 

〈到達点〉・地域と連携・協働しながら，生徒による「まちカフェ」の主体的な運営 

・「まちカフェ」の認知度の高まりと利用者・参加者の満足度の向上 

・各フィールドの目的を達成することにより，学校を核とした地域コミュニティの活

性化 



〈検証方法〉調査対象：主催した生徒，講座参加者やカフェ利用者，各関係機関担当者 

        調査方法：アンケート調査，集客数調査，ルーブリック等の絶対評価 

 

「まちカフェ」で行う四つのフィールド別の内容等については，次のとおりである。 

① 減災活動  

平成２８年度に作成した防災マニュアル～生き抜くための６か条の改訂・普及や，地域の各

関係者と共に合同防災訓練や減災講座など，減災活動を行う。 

○研究のねらい：地域住民が地域防災の担い手となるコミュニティの構築 

 

②  交流～乳幼児とその養育者，高齢者，支援を必要とした方々等との交流～ 

パネルシアターや手遊びを取り入れた交流会や，家庭看護技術を生かした講座等を開催する。 

○研究のねらい：子育て支援，高齢者支援及び異世代が交流できるコミュニティの形成に寄

与する。 

  

③ 食のまちＰＲ活動 

郷土料理と郷土食材を使った生徒考案レシピを普及する活動や郷土料理講習会，食育講座な

どを開催する。館山市農水産課食のまちづくり協議会と連携を図り，「房総の恵みぎゅっとピ

タ」を館山ご当地グルメとして商品化し，食の魅力と共に地域外に向け発信する取り組みを

行う。観光イベント等におけるブースの設置，飲食店に限定メニューとして提供してもらう

試みを実施する。 

○研究のねらい：生徒考案レシピを館山ご当地グルメとして商品化し，宣伝することで，館

山の知名度を上昇させ，観光客数が増員することを期待する。 

 

④ 地域の魅力発信 

地域の歴史や伝統，地方生活の魅力を再発見し発信する。また，地域活性を考え実践する関

係者と共に新しい発想で地域の魅力を発信する。例えば捕獲したイノシシをジビエ料理とし

て提供するなど，鳥獣被害を地域資源に転換し地域を活性化し発信する。 

○研究のねらい「郷土への誇り・愛着」を醸成 

地域の魅力の再発見・発信 

 

（３）身についた資質能力を認識し，生徒の自己評価力を育成する学習の実施 

  「学びの足跡」と称した単元ごとの振り返りシートを用いて，身についた資質能力を認識させ，

生徒の自己評価力を高める取り組みを家庭科の各科目及び「まちカフェ」運営後に実施する。特

に，「まちカフェ」運営を振り返り評価・改善を行い，身についた資質能力を認識することにより，

学ぶことと社会とのつながりを実感させる。このことにより，生徒の能力を引き出し様々な人と

協働し，課題を解決する力を育成することができると考える。 

このような実践は他教科，他学科でも十分活用できると考える。今後は他教科，他学科でも学

習過程として位置付け，自己評価力を高める教育プログラムを深化・発展させる。 

〇研究のねらい： 

身についた資質能力を認識し，課題を発見し，解決に導く力を育成する。学びに向かう態度を



育み，生涯にわたり学び続ける力を育成する。 

〇研究内容 

ア 専門家庭の科目の各単元終了後及びまちカフェ運営後に「学びの足跡」ワークシートを用い

て身についた資質能力を認識する。 

イ 蓄積された「学びの足跡」ワークシートを振り返り，様々な資質能力が身につき，伸長した

ことを実感させたり，今後身につけたい力や伸ばしたい力を考えさせたりする。更に身につ

いた力を他者と共有する機会を作り，資質能力を意識するトレーニングを実践する。 

ウ 他教科や他学科の生徒も「学びの足跡」ワークシートを活用する機会を設け，掲示や職員研

修を行い学校内外に広め，この学習プログラムを発信・普及する。 

〈効果の測定方法〉 

 定性目標 定量目標 効果の測定 

課題発見力 身につけた資質・能力や

これから伸長したい資質

能力を見いだす 

生徒の理解度，習熟度

４段階評価2.2以上 

・アンケート調査 

(生徒・参加者) 

・観察法 

・作品評価 

(成果をまとめた掲

示物等) 

継続力 課題に対して自分の学び

や行動を振り返り行動を

していく。 

生徒の理解度，習熟度

４段階評価2.0以上 

探究力⇒実

行力 

自分の資質能力を発展さ

せるために必要な策を導

き出し行動する 

生徒の理解度，習熟度

４段階評価2.0以上 

〈到達点〉様々な人と協働して問題を発見，課題を設定し，解決に導く力の向上 

生涯にわたり学び続ける力の向上 

 

（４）評価方法の開発 

ルーブリック等の絶対評価による判断基準表を作成することにより，生徒の資質能力の測定に

客観性を持たせる。生徒が相互に評価し合う方法や，評価から次の課題を見つけ，生徒たちが課

題を共有しやすいワークシート作成等に取り組む。 
また，地域との協働に対応した評価の作成に取り組む 

具体的には年度当初に生徒自身にまちカフェ年間計画を立案させ，そこにカフェ実施回数や実施

内容，どのようなことに挑戦したいかなどを明記させる。終了後振り返りの際に失敗から何を学

んだか考えさせ，課題を見つけて改善策を講じるような自己評価の授業を展開する。 

 

５．実施体制 
※ 企画提案書の記載内容を更新して記載 

 
（１）研究担当者 

   氏  名 職   名 役割分担・担当教科 

石井 浩己 校長 統括 

薮﨑 秀人 教頭 統括補佐 



鈴木 陽一 教頭 統括補佐 

筒井 智会 教諭 家政科主任 

瀬戸 佳子 教諭 家庭科 

白鳥 陽子 教諭 家庭科 

吉野佳菜子 教諭 家庭科 

安部 美咲 教諭 家庭科 

小谷美恵子 非常勤講師 家庭科 

 
 
 

（２）研究推進委員会 

  氏  名 所属・職名 役割分担・専門分野等 

石井 浩己 校長 統括 

薮﨑 秀人 教頭 渉外 

鈴木 陽一 教頭 渉外 

宇津木規之 事務主幹 会計全般 

平塚 尊明 主幹教諭 ＩＴ機器関連 商業科調整 

水口 聡 主幹教諭 ３学年 海洋，工業科調整 

進藤 千章 教務主任 教諭  教務関係調整 

棚橋 孝 総務部長 行事調整 ＰＴＡ・同窓会連携 

筒井 智会 家政科主任 教諭  家庭科専門分野 

瀬戸 佳子 家政科 教諭 家庭科専門分野 

白鳥 陽子 家政科 教諭 家庭科専門分野 

吉野佳菜子 家政科 教諭 家庭科専門分野 

安部 美咲 家政科 教諭 家庭科専門分野 

小谷美恵子 家政科  非常勤講師 家庭科専門分野 

 
（３）運営指導委員会 

運営指導委員会スーパーバイザー ： 千葉敬愛短期大学 学長 明石 要一 

    氏  名 所属・職名 役割分担・専門分野等 

田邉 暁子 
千葉県教育庁教育振興部 

学習指導課 指導主事 

総合的指導・支援 

教科「家庭」指導法 

新田 司 
千葉敬愛短期大学 

教授 

教育プログラム開発 評価法 

公開講座 

佐久間 敦子 
千葉敬愛短期大学 

ゼネラルサポーター 

総合企画助言 

 

森島 隆晴 
敬愛大学 

経済学部教授 

アクティブ・ラーニング 

 



石井 博臣 
館山市 

経済観光部長 

地域魅力発信（観光） 

食のまちづくり 

渡邊 浩一郎 
館山市 

社会安全課危機管理室長 

防災教育 

漆原 秀 
VMV合同会社代表社員 

たてやま里まち企画編集サロン 主宰 

地域コミュニティ 

地域活性 

畠山 正昭 
社会福祉法人安房広域福祉

中里の家 施設長 

保健福祉 

地域コミュニティ 

愛沢 伸雄 
ＮＰＯ法人安房文化遺産 

フォーラム代表 

地域連携 

観光 

 
（４）千葉県教育委員会における支援体制 

千葉県教育庁教育振興部学習指導課は，学識経験者等から組織される運営指導委員会に参加

し，館山総合高等学校と連携しながら実践研究を進めていく。具体的には学期に１回学校訪問

を実施し，推進状況について実地調査を行い，支援・助言等を行う。 

また，千葉県高等学校教育研究会家庭部会における研修会で，研究の実践，進捗状況報告を

していく場を設定する。その中で，千葉県の家庭科教員への周知を図り，様々な意見を求める

中で今後の実践研究への支援もしていく。 

 
（５）校内における体制図 

 
 
 
 ＳＰＨ研究担当者

地域の魅力発信（観光，祭礼伝統文化など）

協働型・双方向型学習

ＳＰＨ研究推進委員会

校　長

教　頭

減災活動

乳幼児と養育者，高齢者，支援を必要とする方との交流

食のまちＰＲ

事務主幹

事務室
会計全般

課題解決型学習



６．研究内容別実施時期 

研究内容 
実施時期 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 
協働型・双方向型 
学習 

 ○ ○   ○  ○     

まちカフェ運営 
 減災活動 

 ○      ○ ○    

まちカフェ運営 
 交流 

 ○   ○   ○ ○    

まちカフェ運営 
食のまち㏚活動 

 ○      ○     

まちカフェ運営 
 地域の魅力発信 

 ○      ○     

自己評価力育成学習 
   ○     ○   ○ 

※ 実施の時期は事業計画書提出時のものであり，実際の事業着手は契約締結後とする。 
 
 ７．この事業に関連して補助金等を受けた実績 
 

補助金等の名称 交 付 者 交 付 額 交付年度 業務項目 
     

 
 ８．知的財産権の帰属 

※ いずれかに○を付すこと。なお，１．を選択する場合，契約締結時に所定様式の提出が必

要となるので留意のこと。 
（ ）１．知的財産権は受託者に帰属することを希望する。 
（○）２．知的財産権は全て文部科学省に譲渡する。 

 
 ９．再委託に関する事項 
   再委託業務の有無  有・無 

※有の場合，別紙３に詳細を記載のこと。 
 
Ⅱ 委託事業経費 
    別紙１に記載 
 
Ⅲ 事業連絡窓口等 
  別紙２に記載 


